




私たちの町、泉南市は古代か らの行政区画では和泉国、その中でも南部に位置 しています。地

形的には北西を大阪湾、南東を和泉山脈に四まれ、一年を通 して温暖な気候条件を有する豊かな

自然環境に恵まれ、古 くから人々が生活 し、この結果、市内には数多 くの遺跡 。文化財が残 され

てお ります。

この先人の残 した貴重な文化遺産を保護 し、未来に伝 えてい くとい う重要な責務 を果たすた

め、本市教育委員会ではさまざまな開発に対 して緊急発掘調査を行つて参 りま した。本書により

更なる考古学研究の進展を期待す ると同時に、市民の皆様には更なる文化財の普及啓発にも努め

てまい りたい と思います。特に今年は埋蔵文化財センター開館 10年、海会寺跡の国史跡指定か

ら20年 にあたる年でもあります。 この記念すべき年にあた り、よリー層充実 した文化財保護行政

を推進 して参 りたいと思います。

最後にな りま したが、調査にご協力頂きま した地元土地所有者、近隣住民の皆様、並びに関係

諸機関の方々には、深 く感謝の意を述べ させて頂きます と同時に、今後 とも本市の文化財行政に

よリー層のご理解、ご指導を賜 りますようよろしくお願い申し上げます。

平成 19年 3月

泉南市教育委員会

教育長 梶本 邦光



例

1.本書は、泉南市教育委員会が平成 18年度国庫補助事業 として計画 し、生涯学習課が実施 し

た泉南市遺跡群の緊急発掘調査事業の報告書である。

2.調査は、泉南市教育委員会生涯学習課、石橋広和・城野博文 。河 田泰之を担当者 とし、平成

18年 4月 1日 に着手 し、平成 19年 3月 31日 に終了 した。なお、本書に掲載 している内容は、

平成 18年 1月 1日 から平成 18年 12月 31日 までのものである。

3。 現地調査および整理の実施にあたつては蒲生徹幸、蔵田弘幸、藤野 渉、真鍋紀美子諸君 らの

協力を得た。

4。 本書の執筆は第 1章を石橋が、第 2章第 8節および第 3章第 2節 を河 田が行い、その他につ

いては城野が行つた。編集は城野が行つた。

5。 現地調査における写真撮影は各担当者が行い、出土遺物の写真撮影は城野が行つた。

6.調査における出土遺物および図面、写真などの諸記録は、泉南市埋蔵文化財センターにおいて

保管している。広く活用されることを望むものである。

1.各調査区には個別の番号を付 した。番号の構成は、「遺跡略称 ―調査年度 一通 し番号」であ

る。遺跡略称は、男里遺跡 ―ON、 幡代遺跡 ―HT、 幡代南遺跡 ―HTS、 長 山遺跡 一NG、

氏の松遺跡 一U」 、岡田遺跡 ―OKD、 岡田東遺跡 一〇KDE、 兎 田遺跡 一US、 中小路西遺

跡 一NKW、 川原遺跡 ―KWHで ある。調査年度は西暦の上位 2桁を省略 して表記 している。

2.図 中の方位は、 PL.1・ 2では真北を、各調査区位置図・地形図では国土座標Ⅵ系にもとづ

く座標北を、各調査区平面図では磁北をあらわしている。

3,図版中に示したレベル高は、T.P.十 (m)の数値を使用 しているが、T,P,+は省略している。

4。 本書で扱 う地形分類図は、豊田兼典氏が作成した。 (PL.2)

5,遺構名称は、遺構の種類を表すアルファベ ッ トと任意の数列の組合せで表記 している。本書

にて扱 う遺構の種類はSD― 溝、SX― 不明遺構である。

6.図示した遺物の断面は、弥生土器、石器 ―白抜き、須恵器 ―黒塗 りのように区分している。

7.遺物実測図と写真図版において遺物番号は統一している。
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泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅣ

第 1章 調査の経過

第 1表のとおり、平成 18年における届出の

状況は、昨年から引き続き高い数値を示 して

いる。泉南市の主要産業のひとつであった繊

維産業が衰退 し、多くの工場跡地が宅地とし

て開発 され、またバブル崩壊以降手つかずに

なっていた土地がまとまって開発されるに至

り、これ らに伴 う試掘、確認調査が増加 し、

その結果本調査に至る例も多い。今後 ともこ

うした傾向は続いてゆくものと考えられる。

このような状況のもと第 2・ 3表のとお り

調査が行われ、この うち本書で報告するの

は、昨年度未報告分の 5件を含む 8遺跡、17

調査区である。それぞれの遺跡について調査

の経過を述べたい。

男里遺跡は、今年度も最も多く調査が行わ

れたが、遺跡南東部の府道金熊寺男里線や遺

第 1表 平成 18年発掘および試掘調査届出一覧表

跡北西縁辺部の市道男里北線沿いにおいて規模の大きな開発が増加 している。今年度は 9件の調査が

行われ、このうち 7件の調査と昨年度未報告の 3件の調査を報告 している。

幡代遺跡は、毎年着実に調査が行われている遺跡である。今年度は現幡代集落内で 1件の調査が行

われ報告している。

幡代南遺跡は、分布調査以降、そのほとんどが水田であるため府道建設に伴 う調査以外はまった

く行われたことが無かったが今年度は初めて遺跡のほぼ中心部で調査が行われ報告 している。

長山遺跡は、南北に細長い形状を呈した遺跡である。立地から大規模な開発は少ないものの個人住

宅に伴 う調査はある程度行われている。今年度は 1件の調査が行われ報告している。

氏の松遺跡は、市道建設の伴 う調査以降ほとんど調査は行われていない。今年度は遺跡北部の段丘

先端部で 1件の調査が行われ報告している。

岡田遺跡は、男里遺跡に次ぐ規模を持ち、調査件数も同様の傾向にある遺跡であるがこの数年は小

規模な調査が多くなっている。昨年度未報告の 1件の調査を報告している。

岡田東遺跡は、試掘調査に伴い発見された遺跡で、範囲が限定されているためほとんど調査が行わ

れていなかった。昨年度未報告の 1件の調査を報告している。

兎田遺跡は、現兎田集落のほとんどを含み、小規模ながら住宅の建て替え等に伴 う調査がある程度

行われている。今年度も集落内部で 1件の調査が行われ報告している。

平成 18年 12月 31日 現在

年 月
発  掘 試  掘 合  計

件  数 面積 (鷲 ) 件 数 面積 (∬ ) 件 数 面積 ２
ｍ

18年二月 6 1.110 53 4 7,639 03 8,749 56

2月 3 2,426 69 3 7,418.77 6 9,845 46

3月 5 2,439 64 1 1,147 73 6 3,587 37

4月 4 471 38 2,874.67 7 3,346.05

5月 8 6,600.58 3 2,790,46 9,391 04

6月 6 10,500.55 l と,153.00 7 11,653 55

7月 10,712 76 4 4,751 26 15,464 02

8月 5 614.23 2 1,018.92 7 1,633 15

9月 6 6,095 46 2,828 51 8 8,923.97

10月 2 478 51 1 373 11 3 851 62

11月 7 1,048 08 2,677 17 3,725 25

12月 4 554 08 3,067 96 6 3,622 04

合 計 68 43,052.49 37,740.59 80,793.08
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第 2章 男里遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1、 2)

男里遺跡は市域平野部の北西端に位置し、男里川右岸の沖積地上に立地する。沖積地の構造は古金

熊寺川によって形成 された扇状地形の大半を氾濫原が占めてお り、氾濫原のほぼ中央には旧河道が存

在する。氾濫原の西側、現在の男里川河岸には自然堤防が発達 し、氾濫原の東側には沖積段丘が発達

している。現在、自然堤防上には男里集落があり、段丘上には馬場集落が立地する。氾濫原は主に耕

作地として利用されてきたが、近年氾濫原 と段丘の境界を縫 うように大規模な府道が建設 されたこと

で新たな開発が増加 し、周囲の景観も大きく様変わりしつつある。

これまでに旧石器時代より近現代に至る多くの資料が獲得 されてお り、それぞれの大まかな分布も

知 られつつある。縄文時代後期以前の資料
①
はいずれ も散発的であ り、現状ではまとま りを見出

す ことはできないが、後期か ら晩期には遺跡の中央か ら北西部、氾濫原に属する地点に活動の中

心が求められる。遺跡中央に位置する双子上池では長原式 と弥生時代前期の上器が同一の包含層

より出上 している
②
。弥生時代前期には双子池の南方に遺跡が展開す るものと思われ るが、資料

が限定的であり明確 さを欠 く。弥生時代中期には遺跡の南東部にあたる沖積段丘上において、30

数棟の竪穴住居をはじめ、掘立柱建物や方形周溝墓などか らなる集落が展開す る
③
。集落の西側

には自然流路を利用 した大溝が存在 し、数点の絵画土器 を含む多量の遺物が出上 している。

古墳時代には双子池周辺に前期の資料
④がみ られ、遺跡の北西縁部にあたる氾濫原上において

後期の竪穴住居
⑤が確認 されている。

飛鳥、奈良時代には遺跡北西縁部での活動が縮小 され、双子池周辺へ と遺跡の中心が移動する
⑥
。

平安時代には遺跡の北西部
⑦に加 えて、北東部の沖積段丘上においても掘立柱建物

③などが確認

される。北側に位置す る戎畑遺跡
⑨において当該期の大規模な灌漑用水路が確認 されてお り、生

産力の向上に裏打ちされた集落範囲の拡大 と捉 えることができる。 中世には活動範囲が飛躍的

に拡大する。なかでも 14世紀後半以降、集落地の移動が頭著に認められ、こうした変遷を辿ること

で現在の男里馬場両集落にみられる「集村」の実態を解明することができる。

第 2節 06-1区 の調査

1.位置 (第 1、 2図 )

調査区は遺跡の南端に位置 し、国道 26号 「幡代」交差点を約 90m北上 した地点である。地形的

には沖積段丘に属する。周辺では南西約 90mに位置する 91-13区⑩より弥生時代から古墳時代の遺

物を伴 う埋積谷が検出されている。また南西約 150mに は 05-8区が位置する。現況は更地であ

り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3、 5)

盛土以下、床上である黄橙色混 じり淡灰褐色土 (2層、約 20c m)、 暗褐色 シル ト (3層、約

-4-
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第 1図 男里遺跡・幡代遺跡 “幡代南遺跡 日長山遺跡調査区位置図
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40cm)、 淡褐 色砂 質 シル ト (4

層、約 40cm)を経て淡褐色砂礫ヘ

と至る。いずれ も概ね水平堆積を

呈するが、 5層 はい くぶん西に傾

斜 している。また 3層 は非常に固

く締ま り、乾痕が著 しく認められ

ることか ら、一時期地表に露出し

ていたものであろう。少量の弥生

土器 を含む。 4層 は若千の円礫 を

含んでお り、 3層 ほど固く締まら

ない。また 3層 と比べて遺物を多

く含み、バスケッ ト1杯分の弥生

土器が出土 している。周辺では 4

層に対応する遺物包含層は確認 されていないことから、遺構埋土 と考えるのが妥当であろうか。

3.遺物 (PL.H、 第 3図 )

出土遺物のうち、図示することができたのは、すべて 4層から出上したものである。完形にな

るものは 1点 もみられず、いずれも小片でしかない。 1は直口壷であり、日縁下端に 2条の凹線文

尋1
2

く目暮ξ暮暮尊ζOと」〕,46
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礼 3

第 3図 男里遺跡 06-1区・06-7区 出土遺物
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を巡 らす。 2は段状 口縁壺であり、口縁部がわずかに内湾する。端部を肥厚 させ、上端は平坦面

をなす。 日縁下端に 2条 の凹線文を巡 らす。 3は広 口壺である。 日縁部の大きく外反す るもの

で、端部は肥厚 し、上方につまみ上げ られている。 4は広 口壺である。 日縁端部のみではある

が、大きく外反す るものであ り、端部は肥厚 し上方に折 りまげられている。 5は広 口壺である。

大きく外反する日縁部を持ち、端部は肥厚 し上方につまみ上げられている。薄い器壁を持つ。 6

は甕である。 口縁部はくの宇形に強 く外反 し、端部は平坦面をなす。 7は甕である。胎土に結晶

片岩を含み、紀伊産 と考えられる。 8、 H-14は 壷の底部である。平底を呈 し、内外面に指頭圧

痕を残す ものがある。 9、 10は変の底部である。いずれ も平底を呈する。

第 3節 06-2区 の調査

1.位置 (第 1、 4図 )

調査区は遺跡の南西端にあつて、05-8区の実施 された開発地に含まれ、先の第 2ト レンチ北約

5mに近接す る。現状は更地であ り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3、 5)

盛上を除去すると、暗灰色土 (2層 、約 15cm)、 暗橙色混 じり灰 白色砂質土 (3層 、約 15cm)

が概ね水平堆積をみせ、さらに 4層である灰褐色礫混土へ と続 く。 4層は約 50c mほ ど掘削 しても

状況に変化はみ られなかつた。 4層上面において精査を行つたが遺構は確認 されなかった。また

遺物 も出上 しなかった。

第 4節 06-3区 の調査

1.位置 (第 1、

5図 )

調査 区は遺跡 の北

西部 に位 置 し、現男

里集 落 の南西端部 に

あた る。調 査 区の北

約 30mを 東西道路が

走 るが、 この道路付

近 にはかつて霞提 が

存在 してお り、調査

区を含む一帯 は霞提

と河道堤体 とには さ

ま れ た 低 地 で あ つ

た。地形 的 には金熊

B

05-8

0
i;,iliサ |_,,Iテ ■ ::i■ ti

第 4図 男里遺跡 06-2区・05-8区地形図
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寺川 と山中川合流地点より北に拡

がる自然堤防上に立地す る。周辺

は宅地開発 に伴 う調査
①が多 く行

われてお り、いずれ も砂礫による

地山が確認 されている。現況は更

地であ り、 トレンチは lヵ 所設定

した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.

3、  5)

盛 土以 下、淡 暗灰褐色砂質 土

(2層、約 20cm)、 暗橙色混 じり淡

灰 褐色砂 質 土 (3層、約 10cm)、

9- 1   0             30m

●

:     ′  矛字→とと二r   l   
サ

第 5図 男里遺跡 06-3区地形図

淡黄灰色砂質シル ト (4層 、約 40cm)の 各層が概ね水平堆積をみせる。このうち 2層は近現代の耕作土、

3層 は床土、 4層は耕地開発に伴 う整地層と捉えることのできるものである。

4層以下はプライマ リーな堆積状況を示 し、基本的には淡褐色砂礫 (約 10-40c m)と 黄灰褐色

砂質土 (約 10-20cm)んミ互層をなし、部分的に淡褐色砂 (約 10c m)を 介在する。それぞれの層厚

が極めて薄 く、明確な地山として捉えることはできないが、いずれ も河川性の堆積であ り、かつ

互層をなす ことか ら、霞提の作用によつて度々誘水が繰 り返 されたことに起因するものと判断さ

れる。 4層 ならびに淡褐色砂礫および黄灰褐色砂質土上面において精査を行つたが遺構は確認 さ

れなかった。また遺物 も出上 しなかつた。

第 5節 06-4区 の調査

1.位置 (第 1、 6図 )

調査区は遺跡の北西縁部に位置 し、府道堺阪南線 「男里川」交差点から北西約 130mの 地点であ

る。地形的には氾濫原お よび谷底低地に属す る。周辺では比較的多 くの調査
②が実施 されてお

り、いずれも不安定な砂礫層を整地 した うえで、耕地化 したことが確かめられている。現況は更

地であり、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3、 6)

盛土以下、淡暗灰褐色シル ト (2層 、約 20cm)、 淡灰褐色混 じり暗橙色土 (3層 、約 10cm)、

淡灰褐色砂質土 (4層 、約 15cm)、 にぶい黄褐色混 じり淡灰褐色砂質土 (5層 、約 15cm)、 淡明

褐色砂質土 (6層、約 10cm)と 続き、地山である淡灰褐色砂 (7層 )へ と至る。 これ らはいずれ

も概ね水平堆積をみせ るが、 5層 上面において若干の凹凸がみ られ、また 2層 上面にも畝 と考え

られる起伏がある。 2層 は耕作土、 3層 は床土、 4層 は床土もしくは旧耕作上である。 5層 につ

いてはにぶい黄褐色粘土のブロックを多 く含むもので、整地層 と捉えることができる。 5層 より
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中世 と思われる平瓦片が 1点 出土

している。 6層 についても地山直

上の整地層 と捉えることが可能で

あ り、 7層 以下には氾濫原を構成

する砂礫層が続 くものと考えられ

る。 5層 ならびに 7層 上面にて精

査 を行 つたが遺構 は確認 され な

かった。

第 6節 06-5区 の調査

1.位置 (第 1、 6図 )

調査区は遺跡の北西縁部に位置

し、06-4区 の北西約 35mに位置

す る。現況は更地であ り、 トレン

チは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3、 6)

盛土以下、灰褐色砂質シル ト (2層、約 10-30c m)、 暗橙色混 じり淡灰褐色砂質土 (3層、約

10cm)、 淡褐灰色砂質土 (4層、約 15-30cm)、 褐色混 じり淡灰褐色土 (5層 、約 15cm)が み ら

れ、地山である淡灰褐色礫混 じり上へ と至る。 2、 4層 が耕作土、 3層 が床上であ り、南北方向

には畝 と考えられ る起伏がみ られ る。 5層 は起伏の激 しい地山を被覆 した整地層 と考えられる。

地山である淡灰褐色礫混 じり上は確認面-50cm程で礫混 じりの砂へ と変化 してお り、氾濫原を構

成す るもの と考えて間違いないだろ う。地山直上 より中世 と思われ る土師器がわずかに出土 し

いる。かな り摩滅 しているため詳細は不明であるが、整地の時期を知る手がか りとなる。また出

土層位は不明であるが中世瓦が 1点 出土 している。地山面において精査を行つたが、遺構は確認

されなかつた。

第 7節 06-6区 の調査

1.位置 (第 1、 6図 )

調査区は遺跡の北西縁部に位置 し、06-5区 の西約 15mの 地点に隣接す る。現況は更地であ

り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3、 6)

盛土および撹乱以下、淡灰褐色混 じり淡褐灰色砂質土 (2層、約 25cm)を 挟み、地山である淡

褐色礫混土 (3層、約 30c m)お よび褐色砂礫へ と至る。境乱により東に隣接する 06-5区 にみ ら

発  霊

男里遺跡 06-4・ 5
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れた耕作土や床土は完全に失われている。地山直上の状況は 06-5区 と概ね共通 してお り、不安

定な砂礫層を整地 したものと考えることができる。地山上面の比高はわずかに本調査区の方が高

く、西か ら東に向かつて緩やかに傾斜する旧知形であつたことがわかる。地山上面において精査

を行つたが遺構は確認 されなかつた。また遺物 も出土 しなかつた。

第 8節 06-7区 の調査

1.位置 (第 1、 7図 )

調査区は遺跡の北西、地形分類

では自然堤防もしくは氾濫原およ

び谷底低地にあたる。これまでの調

査では、隣接す る男里北線改良事

業にともな う発掘調査が行われて

いる。 この うち本調査区に隣接す

るA区では、 2面の遺構面が確認

されてお り、上面では時期不明の

耕作に伴 う溝、下面では 14世紀代

の遺物が出土 した石組井戸が確認

されてい る
⑬
。 また、本調査 区の

南側にあたる現在の男里集落北西

部 で数件 の調査 が行 われてい る

が、いずれの調査区でも明確な遺

構 は確認 されていない⑭
。現況は

耕作地で、 トレンチは 3ヵ 所設定

した。以下、中央に位置 し、最 も

特徴的であつた第 2ト レンチの状

況について述べる。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.

3、  7)

黒褐色 シル ト (1層・約 10cm)

を除去すると、灰褐色シル ト (2

層、約 30cm)、 褐灰色 シル ト (4

層 。約 20cm)、 灰褐色 シル ト (5

層・ 10 clll― )、 黒褐色 シル トに灰

褐色シル トが筋条に混入 (6層 。

-30 clll)、 黄褐色シル ト(7層 )に

と`
薫  機 主年 ｀
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第 7図 男里遺跡 06-7区 ・05-6区地形図
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いたる。 1-4層 は耕地化 された後のもので、 5層以下はそれ以前の自然堆積 と考えられる。 3層 で

土錘、 6層 で須恵器や土師器などが出土 している。遺構は、 4層 上面で耕作に伴 う溝を確認 したが

埋土 (3層 )の状況から近世以降のものと考えられる。なお、 6層 から遺物が出上 してお り、同層

を埋土とする溝 もしくは土坑 (S X01)と も考えられるが、人為的な遺構ではなく浅い窪地のような

自然地形である可能性が高い。すなわち出上 した遺物が細片ばか りで接合するものがないことと、

6層 の主体となる黒褐色シル トにみられる乾痕 と考えられる縦方向の割れ 目に沿つて上層の上層が

貫入 しているような状況が確認 されたためである。

3.遺物 (PL.11、 第 3図 )

15-18は SX01の埋土から、19は擁壁工事の立会の際に出上 した。18は土師器で、それ以外は須

恵器である。 15・ 16は杯、17は疎、19は 器台、18は密の 口縁部であろ うか。 これ らの遺物か ら

SX01が埋没 したのは、少なくとも 6世紀代以降といえよう。

第 9節 05-6区 の調査

1.位置 (第 1、 7図 )

調査区は遺跡の北西部にあり、06-7区の南東約 100mに位置する。現男里集落の北端部にあって、

集落の北縁部に沿 う形で敷設 された市道男里北線に東面 し、市道建設に伴 う発掘調査のD区に接

す る⑮o D区 では 4面の遺構面が確認 されてお り、中でも 3面 (13世 紀中頃―後半 )、 4面 (6

世紀代および 10世紀)において竪穴住居や掘立柱建物、蛸壺焼成上坑など、多 くの遺構が確認 さ

れている。現況は更地であ り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3、 7)

盛土以下、淡暗灰褐色土 (2層 、約 10-20cm)、 暗灰 白色砂質土 (3層、約 5 cm)、 淡黄 白色

砂質土 (4層、約 5-15cm)、 灰 白色砂質土 (5層、約 5-15cm)の各層がみ られ、 4層 が 5層

を切 り込むほかは概ね水平堆積を呈する。いずれ も耕作土もしくは床土 と捉えられる。 5層 以下

には トレンチ南東隅において暗灰褐色礫混土 (7層、約 40c m)が露呈す るが、上面にはかな りの

起伏が存在 し、大きくは東から西へ と傾斜 している。その起伏に合せて淡灰褐色混 じり暗黄褐色

シル ト (6層、約 10-20cm)が 堆積 してお り、一部にはブロック状に混入する箇所もある。 7層

直下には 8層 である暗灰褐色砂礫が認められる。 7、 8層 については河川性の堆積によるものと

判断され、縄文土器 と思 しき遺物がわずかに含まれている。 6層 および 7層 上面において精査を

行つたが遺構は確認 されなかった。

第 10節 05-7区 の調査

1.位置 (第 1、 8図 )

調査区は遺跡の中央部、西寄 りに位置 し、現男里集落の南東端部にあたる。地形的には男里川

右岸の自然堤防上に立地する。周辺の調査では、北西約 10mの 02-3区①より古代の須恵器が、南
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西 約 15mの 99-10区 ⑫よ り須 恵

器、土師器 を含む遺物包含層が、

南約 30mに位置す る 8910区⑬よ

り時期的には不明ながらもピットや

溝 とい った遺構 が確認 され てい

る。現況は更地であ り、 トレンチ

は 2ヵ 所設定 し、西側 を第 1ト レ

ンチ、東側のものを第 2ト レンチ

とする。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.

4、  7)

。と_言 マ
~4

第 8図 男里遺跡 05-7区地形図

第 1ト レンチは撹乱によつて大きく削平を受けてお り、元来の層序を確認することができたの

は トレンチ西端部のみであつた。盛土以下、暗灰褐色シル ト (2層、約 20-30cm)、 淡灰褐色砂

質シル ト (3層、約 10cm)、 褐色混 じり淡灰掲色砂質シル ト (4層、約 15cm)、 暗黄灰褐色シル

ト (5層 、約 15cm)、 黄灰色礫混土 (6層、約 10cm)の 各層がほぼ水平に堆積 し、地山である暗

黄褐色粘上に至る。 6層 は径 5-25cm大 の円換 を多量に含む ことか ら、河川性堆積 を思わせ る

が、後述す る遺構埋土を切つてお り、古墳時代以降に形成 された落ち込みなどである可能性 もあ

る。地山上面において遺構が確認 された。

第 2ト レンチでは撹乱を除去す ると、 トレンチ中央か ら東端には淡黄灰褐色砂質シル ト (2

層、約 20-40cm)がみ られ、灰 白色砂質シル ト (3層、約 60c m― )へ と続 く。 トレンチ西端部に

は 1層 以下に淡灰褐色砂質シル ト (4層、約 15cm)、 橙色混 じり灰褐色土 (5層 、約 30c m)、 灰

白色土 (6層 )が水平堆積をみせ るが、 3層 によつて大きく削 られている。 4-6層 はいずれ も

旧耕作土または床上であることか ら、元来は耕作面が全体に拡がつていたもの と考えられる。 6

層上面において 3層 を埋土 とする遺構プランが確認 された。その形状から灌漑用井戸や ピッ トと

考えられるものであるが、開発に伴 う掘削が 6層 以下に及ばないことを確認 したため、遺構を含

め以下の掘削は行つていない。

3. 遺構  (PL. 4、  7)

第 1ト レンチにおいて ピッ トと溝 (S D01)が 確認 された。 ピッ トは トレンチ東半部で確認 さ

れ、平面的には南東か ら北西に軸を持つ長楕円形に北方向への張出しが伴 う。断面形状は浅い皿

状を呈するが、南東側のみ狭い平坦面を有する。長径、短径 ともに約 60cm、 確認面よりの深 さ約

20cmを 測る。埋土は 1層 であ り、淡暗褐色礫混土である。遺物は出上 しなかった。

SD01は トレンチ西端部において確認 された。わずかに東辺を確認 したに過ぎず、全容は不明で

あるが、南北方向に直線状に伸びるものと考えられる。確認面よりの深 さは 5-10cmを測 り、底

面のレベルは北か ら南に向かつて傾斜 している。埋土は淡暗褐色礫混土であ り、下位により多 く

の礫 を含む。埋土か ら須恵器イや土師器変の細片が出上 した。図化す ることができなかったが、
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古墳時代に属するものと考えられる。

第 11節 05-8区 の調査

1.位置 (第 1、 4図 )

調査区は遺跡の南西端、先にみた 06-2区 を含む地点である。地形的には氾濫原または沖積段

丘の縁辺部に属す る。府道建設に伴 う発掘調査によつて明らかとなつた弥生時代集落の中心部か

ら南西約 150mに位置する⑩
。現況は大きく盛上のなされた更地である。 トレンチは 17ヵ 所設定 し

たが、遺構、遺物の確認 された トレンチは調査区の南端に設けた第 1ト レンチならびに第 2ト レ

ンチのみであ り、その他の トレンチについては比較的安定 した地山やその直上の堆積層は確認 さ

れるものの、遺構や遺物包含層の存在は皆無に等 しい。なお本調査区は 1970年代に小規模な試掘

調査が行われてお り、数十点の弥生土器 を含む包含層の存在が指摘 されるとともに、弥生時代中

期の遺物が図示 されている
④
。詳細は不明であるが、今回の第 2ト レンチ北端にみ られ る遺構面

に達す る撹乱がかつての試掘 トレンチである可能性が高い。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 8)

確認 された層序は概ね共通 している。盛土以下、淡暗灰褐色砂質シル ト (2層、約 15cm)、 橙色混

じり淡灰 白色砂質土 (3層、約 10 clll)、 淡灰褐色砂質土 (4層、約 10 cIIl)淡 黄褐色砂質シル ト (5

層、約 15cm)の各層が水平堆積をみせる。 2層は近現代の耕作上、 3層 は床土、 4、 5層は旧耕作土

である。 5層 直下に淡黄褐色粘土または淡暗黄褐色砂質シル ト (6層 、約 40-50cm)がみ られる

が、同層は地山直上の堆積層 として調査区内に広 く分布す るものである。

6層 以下には トレンチ北側では淡暗褐色粘土 (7層、約 60cm)、 南半部では暗淡黄褐色砂質シ

ル ト (8層、約 40-50cm)が 続 き、 さらに第 1ト レンチでは暗灰褐色混 じり暗褐色粘 土 (約

20cm)、 にぶい黄褐色シル ト (約 10 clll)を 経て淡灰黄褐色砂礫へ と至る。第 2ト レンチでは 7、

8層 直下に淡灰黄褐色砂礫が拡がる。両 トレンチ ともに 7層 以下の各層には多量の遺物や炭、円

礫を含む。遺物は弥生時代中期のものに限定され、かつ出土状態が周辺での遺物包含層 とは明 ら

かに異なってお り、両 トレンチ全体が何 らかの遺構 に含まれ るもの と考えられ る。

第 1ト レンチ中央部において砂礫面がわずかに窪んでお り、かつ砂操上面のレベルが第 1ト レ

ンチにおいて約 30cm低 いことか ら、西か ら東方向に向か う溝状の遺構 と捉えることが可能であ

る。 しか しながら両 トレンチに隣接す る他の トレンチ、また第 2ト レンチ北側の 06-2区ではまっ

たく遺構の存在が確認 されてお らず、直線状に伸びるものとは考えられない。かな り蛇行 しつつ

東西方向に伸びる溝、もしくは南か ら北に伸び、両 トレンチを北端 とする巨大な落ち込みなどと

考えられようか。また 7層 以下の堆積状況か ら、それ らが流水状態にあつたとは判断 し難 く、人

為的な埋戻 しに際 し、多量の遺物や礫 を投棄 したもの と考えられ る。

3.遺物 (PL.11・ 12、 第 9-12図 )

両 トレンチからコンテナ約 30箱分の遺物が出上 している。大半が 7、 8層 からの出土であり、出
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20-22、

23-27、

28、 31～ 33、 35、 36 第1ト レンチ出上
29、 30、 34、 37～45 第2ト レンチ出土
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第9図 男里遺跡05-3区 出土遺物①
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第 10図 男里遺跡05-8区 出土遺物②
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67～ 69、 71、 72、 74、 75、 85、 86、 88～ 91、 93 第1ト レンチ出土
70、 73、 76～ 84、 87、 92、 94、 95 第2ト レンチ出土
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第 11図 男里遺跡05-8区 出土遺物③
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土状態に差異の認められないことか ら、ここでは双方の遺物を同一に扱 うものとす る。出土遺物

には土器、石器のほか、図示 し得なかったが金属製品も 1点含まれている。大半を占める土器 に

は完形に復元 されるものが 1点 もなく、小片が圧倒的に多いが、反面器壁の残存は良好なものが

多 くみ られ る。認 められ る器種 としては壺、甕、高杯、鉢、器台、蛸壷形土器などがある。

第 9図 には壺を図示 した。20は段状 口縁壺である。外傾 しつつ立上が り、端部はわずかに肥厚

す る。屈曲部に凹線文を 1条巡 らす。頸部にはヘラ刺突文が巡る。21は段状 口縁壺である。わず

かに内湾 しつつ立ち上がるもので、外面に 1条の浅い凹線文を巡 らし、その上下に波状文を加え

る。22は 広 口壺で ある。 口縁端部 の垂 下拡 張 され た もので、外面 には 4条 以上の凹線文 を

巡 らし、ヘラ描沈線をほぼ直角に加 え、 さらに円形浮文を上下に 2ヵ 所加える。23は段状 口縁壺

である。わずかに内湾 しつつ立上がるもので、端部は肥厚 し面をなす。上下端部にそれぞれ 1条

と4条の凹線文を巡 らす。24は いわゆる日明山型壷である。直接は接合 しないが図上復元するこ

とができた。緩やかに外反する口縁部をもち、端部はわずかに肥厚 し面をなす。頸部には櫛描直

線文が 2段に巡る。ほかに同一個体 と考えられる破片には直線文や扇形文が認められる。器壁の

残存状態は良好であるが、反 して接合する破片が少ない。25は広 口壺である。大きく外反する口

縁部 を持ち、端部 を長 く垂下拡張す る。拡張部はわずかに内湾 してお り、 5条 の凹線文を巡 ら

し、円形浮文を加 える。頚部にはヘ ラミガキが施 される。26は広 口短頚壺である。緩やかに外反

す る日縁部を持ち、端部は下方に拡張される。拡張部は外傾 し2条の凹線文が巡る。27は広 口壺

である。大きく外反する日縁部を持ち、端部は肥厚 し上方につまみ上げられる。 日縁端部外面に

は 4条の凹線文を密に巡 らし、内面には斜め方向のヘラ刺突文が施 される。頸部には廉状文が 2

段以上巡 る。28は細頸壷である。 口縁端部はわずかに肥厚 し面をなす。上端 より6条の凹線文を

巡 らし、凹線文直下に櫛描直線文を施す。29は 細頸壷である。直線的に立上が り、端部は内傾

し、九 くお さめる。上端には細かい、下端には太い凹線文を巡 らし、その間に 3段 よりなる斜め

方向の刺突文が綾杉状に加えられ、 さらに下方に廉状文が施 されている。30は細頸壼である。 日

縁端部はわずかに肥厚 し、内傾する面を持つ。上端 よりわずかに下がつたところに 1条の凹線文

を巡 らし、下方には櫛描廉状文 と直線文を施す。31は広 口壷である。大きく外反するが、屈曲は

緩やかなものである。 口縁端部は上下に拡張 され、面をなす。端部外面には 3条の凹線文が巡

り、内面には斜め方向の刺突文が施 され る。 日縁下部には櫛描波状文が巡 る。32は広 口壺であ

る。端部のみであるが、下方に拡張 されるもので、外面には櫛描波状文が巡 り、上端にはヘラ刺

突文が加えられる。内面には円形浮文のまとま りが認められる。33は広 口壺である。 口縁端部の

みであるが、肥厚 し外傾する端部が面をな し、内外面 ともに櫛描波状文が巡る。精製 された胎土

を持ち、搬入品と考えられる。34は広 口壺である。 口縁部の屈曲が強 く、くの字状を呈する。端

部は肥厚 し上下に拡張され、内傾す る面をなす。外面にはわずかに擬凹線が認められる。橙色の

化粧上が塗布 されている。35は短頚壺である。 日縁部の屈曲は緩やかであ り、端部は九 くお さめ

る。36は 広 口壺である。大きく外反す る口縁部を持ち、端部は肥厚 し、上方につまみ上げ られ

る。端部外面には密に波状文が巡 り、内面には斜め方向の刺突文が施 される。頸部下方には櫛描

直線文が巡 る。37は 短頚壺である。 口縁部の立上が りは直線的であ り、端部は肥厚 し、面をな

す。38は 直 口壺である。 日縁端部を内側に折 り曲げ、上部は平滑に仕上げられる。40は直 口壺で
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ある。直線的に立上が り、端部は肥厚 し、外方向につまみ上げられる。端部外面には成形時の ヨ

ヨナデによる擬凹線状の平行線がみ られる。橙色の化粧土が塗布 される。41は 直 口壺である。大

きく開 くもので、 日縁端部は肥厚 してお り、斜め上方へつまみ上げられる。上端に 2条の凹線文

を巡 らす。42は 直 口壺である。 日縁端部は肥厚 し、斜め上方へつまみ上げられる。上端に 3条の

大い凹線文が巡る。43は直 口壷である。わずかに内湾 しつつ立上が り、 日縁端部は肥厚 し、平滑

に仕上げられる。上端から少 し下がつた位置に断面三角形の貼付突帯が巡 り、突帯の下に櫛描波

状文を施す。44は 直 口壺である。 日縁端部上端より少 し下がつた位置に突帯を巡 らせ るが、突帯

成形時の強い ヨヨナデにより明瞭な段が形作 られている。45は 直 口壷である。内湾 しつつ立上が

り、日縁端部はわずかに肥厚 し、外傾する。 2条の貼付突帯を巡 らし、突帯には細かな刻み 目が

加 えられ る。

第 10図 には甕お よび蓋 (60)を 図示 した。甕は日径 によって大型 (64-66)、 中型 (48,50,

52,53、 47、 49、 57、 54、 57)、 小 型 (46,55.58,59,61,62,63)に 分 類 で き る。 日 縁 部

形態ではくの字状に強 く屈曲す るものが大半を占めるものの、緩やかに屈曲す るもの (51、 53、

62)が み られる。 さらに口縁端部の形態には端部を肥厚 させ るものが多 くみ られ、中には上下に

拡 張す るもの (49、 64)、 上方 につ まみ上 げ るこ とに よ り受 け 回状 をなす もの (58、 59、 61、

65、 66)な どが認 められる。50、 64は 日縁屈曲部の強い ヨヨナデにより頸部に明瞭な段を持つ。

体部外面の調整 にはハ ケ (46)、 縦位 のヘ ラケズ リ (48、 56)、 タタキ (58、 65、 66)な どが確

認できる。59は 内面にハケ調整が施 される。49の体部最大経付近や 57の 口縁端部にはヘラ刺突文

が施 され る。 55、 65の 口縁端部外面には凹線が巡る。

第 11図 には鉢、高邦などを図示 した。67-73は鉢である。67は緩やかに立上がり口縁端部は肥厚

し、平滑に仕上げられる。体部外面には横位のヘラミガキが施される。68は鉢である。日縁端部は肥

厚 し、内側に突起する。体部外面に横位のヘラミガキが施される。69の体部内面には横位のヘラミガ

キが施 される。70は大きく開く体部を持ち、日縁端部は肥厚 し、斜め上方につまみ上げられる。端

部上端より少 し下がつた位置に断面三角形の貼付突帯を巡らせる。71は 口縁端部に貼付段を持つもの

で、貼付段の直下に廉状文を 2段 に巡 らせ る。72は貼付段によって口縁端部を大きく肥厚 させて

お り、貼付段の外面には円形浮文を密に巡 らせる。73は 内面に斜め方向のハケ調整が施 される。

74は複合鉢の鉢部である。垂下部分のみ しか残存 しないが、 4条 の凹線文 とヘラ状工具により綾

杉状の連続刺突文が施 されている。78、 79は脚台である。いずれもハの宇状に開く裾部 と肥厚 し

斜め上方に拡張された端部よりなる。外面は縦位のヘ ラミガキが施 され、内面はヘラケズ リ調整

が加 えられ る。78は 端部上端 よ りわずかに内側、79は裾部 と端部 との境に列点文が施 され る。

81、 82、 86、 92は 台付鉢の脚部である。81は鉢部へ取 り付 く屈曲部にあたる。屈曲部に擬凹線が

巡 り、平行す る4段以上の列点文が加えられる。82は脚柱部中央に円孔が巡る。86はハの宇状に

開くもので、端部はさらに外側に屈曲する.92は わずかに内湾する脚都中央に円孔が加 えられ、

円孔下端 より3条の凹線文が巡る。83、 87、 95は 高郷脚部である。いずれ も端部を肥厚拡張 させ

端面をなす。脚柱部 より裾部に向かつて縦位のヘラミガキが加 えられる。87、 95は裾部中央に円

孔が巡 り、95の脚柱部上下端にはヘラ描沈線による擬凹線が巡 り、裾部円孔の下端に接する 3条

の凹線が巡る。94は器台である。直線的な脚部の中央に円孔がみ られ、端部 より少 し上に 5条の
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凹線文が巡る。75-77、 80は蛸壺型土器である。外面はタタキ痕が明瞭に残 り、内面には指頭圧

痕を残す。80は底部である。摩滅 してお り調整は判然 としないが、75の ような内湾する日縁部を

持つ もの と考 えられ る。84、 88、 90は 壷の底部である。いずれ も平底か ら大 きく開いて立上が

る。90に はハケ調整 が施 され る。85、 89、 91、 93は 甕 の底部である。85、 89、 93は 上げ底 を呈

し、91は平底である。85の胎土には結晶片岩を多 く含み紀伊産 と考えられる。

第 12図 は石器である。96は石剣である。柄部分のみ残存 している。割 と大きな剥離痕 を残す

が、長軸の稜付近を中心に風化が進んでいる。97は石錐である。平行四辺形を呈する頭部に大小

2つの錐部を備 えるものである。双方の錐部には細かな調整が施 されてお り、使用痕 も両方共に

認められる。98は 凸基 Ⅱ式の石鏃である。全体に風化 している。99は砂岩製の石錘である。楕円

形を呈す る円礫の長軸に沿つて 4条の溝を穿つ。側面の一部に敲打痕が認められ る。100は 砂岩

製の敲石である。卵型 を呈す る円礫の両端に敲打痕がみ られ る。火 中し赤 く変色 している。101

は黒色片岩製の小型の柱状片刃石斧である。片理に沿つて破損 してお り、また刃部側面は先端を

除いて欠損する。背部に袂を伴 う。背部 と刃部先端に使用痕がみ られる。上端部に破損後の研磨

痕や敲打痕がみ られ、 2次利用 された可能性がある。他に柱状石斧 と思われる小片が 1点 出上 し

ている。102-104は緑色片岩製の石包丁である。102は 内湾する両刃を持ち、片側に使用痕がみ

られる。103は 火中し赤 く変色 している。紐擦れ痕が認められる。104は 内湾する片刃を持ち、刃

部の中央か ら先端に向かつて使用痕が頭著に認 められ る。刃側 に紐擦れ痕が認 められる。他 に

緑色片岩製の石包丁の小片が 1点出土 している。
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泉南市教育委員会 「男里遺跡 95-2区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書』 (1996)

泉南市教育委員会『戎畑遺跡発掘調査報告書』 (2005)

泉南市教育委員会「男里遺跡 9113区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)

泉南市教育委員会「男里遺跡 006区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅧ』(2001)な ど。

泉南市教育委員会「男里遺跡 052区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅢ』(2006)な ど。

⑤と同じ。

泉南市教育委員会「901区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書』(1991)な ど

⑤と同じ。

泉南市教育委員会「男里遺跡 02-3区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XX』 (2003)

泉南市教育委員会「男里遺跡 99-10区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅧ』 (2001)

泉南市教育委員会「男里遺跡 89-10区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅶ』 (1990)

③と同じ。

泉南市教育委員会『男里遺跡発掘調査報告書』(1978)記載の「A」 地点にあたる。

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑩

①

②

④

⑭

⑮

⑩

③

⑬

⑩

⑩
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第 3章 幡代遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1、 2)

幡代遺跡は市域平野部の南西端

に位置す る。遺跡西半に現幡代集

落を含み、東側は主に耕作地であ

る。沖積地に立地す るが、安定 し

たシル ト面は遺跡北東部などに限

定 され、他の地点では河川性の砂

礫が確認 されることが多い。

弥生時代
°
や平安時代後期

②の資

料 も知 られるが、実態は不明であ

る。 13世糸己代イこイま遺跡】ヒ東吉呂か ら

中央部 に集落
③が出現す るが、長

くは存続 せ ず、14世 紀 以 降、現

集落付近へ移動 したものと推測 さ

れる。現集落内の調査では中世に遡る資料は少ないが、現集落から西へ外れた地点において当該期

の柱穴④が確認 されてお り、現状 よりもやや広範囲に集落が展開 していた可能性がある。

第 2節 06-1区 の調査

1.位置 (第 1、 13図 )

調査区は遺跡の西部、現在の幡代集落西部に位置する。地形分類では、沖積段丘に位置する。

現在の幡代集落内における調査では近世以降の遺構や遺物が確認 されてお り、周辺では北東約 50

mの 94-6区⑤で泥面子や土製円盤などが確認 されている。現況は更地であ り、 トレンチは lヵ 所

設定した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 8)

盛土を除去す ると、茶褐色シル ト (2層 。約 20cm)、 暗褐色シル ト (3層・約 20cm)、 黒褐色

シル ト (4層・約 20cm)と 続き、操混 じり茶褐色シル ト (5層 )にいたる。 4・ 5層上面で精査を

行 つたが遺構は確認 されず、 4層 か ら土師器 が出土 している。

財団法人大阪文化財センター「幡代遺跡」『大阪府下埋蔵文化財研究会 (第 30回 )資料』(1994)

泉南市教育委員会「幡代遺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書V』 (1988)

①と同じ。

泉南市教育委員会「幡代遺跡」『泉南市文化財年報配 1』 (1995)

泉南市教育委員会「幡代遺跡03-3区の調査」『新伝寺遺跡 911区・幡代遺跡 033区発掘調査報告書』(2004)

②と同じ。

泉南市教育委員会「幡代遺跡 946区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅢ』(1996)

堆=、 ト

0

_>隷 I敢脚 甘七討ご
第 13図 幡代遺跡 06-1区 地形図

①

②

③

註

④

⑤
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第 4章 幡代南遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1、 2)

幡代南遺跡は市域平野部の南西

端、地形的には古金熊寺川によつ

て形成 された扇状地扇頂部のやや

北西に位置 し、全域が沖積段丘に ,

含まれる。          |

現幡代集落 と岡中集落の間に拡  .

が る耕 作地 にあた り、そのた め

1993年度に府道敷設に伴 う発掘調

査①が遺跡の北西部において実施

された以外は、調査はおろか届出

す らもほとん どみ られない。府道 i

部分の調査では、中世末期以降に

開発 された複数の耕作面や弥生時

代 中期前葉 に埋没 した大規模な河道な どが確認 されている。

第 2節 06-1区 の調査

1.位置 (第 1、 14図 )

調査区は遺跡の南東部にあって、府道和歌山貝塚線 「岡中」交差点より約 250m南 西に位置す

る。現況は休耕地であ り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 9)

耕作上である淡暗灰褐色土 (1層、約 20cm)を 除去すると、灰褐色混 じり暗橙色土 (2層、約

20cm)、 暗褐色混 じり暗灰褐色砂質土 (3層、約 10cm)が ほぼ水平に堆積する。 2層 は 1層 に伴 う

床上、 3層 は旧耕作上である。これ ら耕作上の下に黒灰色礫混シル ト (4層、約 30cm)、 淡黒灰色礫

混土 (5層、約 40cm)の 2層が若干の凹凸を持つて堆積 し、さらににぶい黄褐色混 じり暗褐色礫の

地山に至る。 4層 以下はいずれも円礫またはクサ リレキを多量に含み、軟弱な河川性堆積を示す。

4層上面より須恵器、土師器細片がわずかに出上している。 4、 6層上面において精査を行ったが

遺構は確認 されなかった。

註 ① 田中一広「幡代南遺跡・幡代遺跡の調査」『歴研通信 1993年立冬号』泉南市歴史研究会 (1993)

財団法人大阪文化財センター「幡代南遺跡」『大阪府下埋蔵文化財研究会 (第 30回)資料』(1994)

X

ヽ

/イ
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長山遺跡は市域平野部の中央西

寄 りにあつて、洪積段丘の縁辺部

に沿つて伸びる長山丘陵の西麓に

位置する。地形的には沖積段丘が

遺跡の西半を占め、北東部は中位

段丘、南東部 は丘陵 となってお

り、この うち段丘については、現

馬場集落の北東に隣接する耕作地

として利用 されている。 これまで

に数件 の調 査①が行 われ てい る

が、いずれも丘陵先端の西側に集

中している。そこでは耕作に関連

する遺構が確認 され、時期的には

第 5章 長山遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

単・千み'4軍
オ

聰   4,   i鶏 義  ゝ頬
第 15図 長山遺跡 06-1区地形図

明確ではないものの中世以降の開発を示唆す るものと考えられている。

第 2節 06-1区 の調査

1.位置 (第 1、 15図 )

調査区は遺跡の北部に位置する。現馬場集落の北東に拡がる耕作地にあって、いわゆる「信長

街道」に南面する地点である。地形的には丘陵の先端か ら沖積段丘および中位段丘 との交点に立

地 しているもの と考えられ る。現況は更地であ り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 4、 9)   ・

盛 土以下、淡灰褐色混 じり暗橙色 シル ト (2層、約 10-15cm)、 暗橙色 シル ト (3層、約

10cm)、 淡黄褐色粘土 (4層、約 20-30cm)と 続き、地山である明灰色混 じり明褐色粘土へ と至

る。 この うち 2、 3層 は床上であ り、 2層 上面にわずかに耕作土が残 る箇所 もある。 3層 はマン

ガン粒 を多 く含み、また断面観察において、耕作痕か と思われる窪みがみ られることか ら、耕作

面のベースをなす ものと考えられる。地山上面に少なか らず起伏が存在 してお り、耕地化に伴 う

客土と考えるのが妥当であろ うか。地山上面において精査を行つたが遺構は確認 されなかった。

また遺物は出上 しなかった。

註 ① 泉南市教育委員会 「長山遺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ 』 (1995)

泉南市教育委員会「長山遺跡 961区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XV』 (1998)

泉南市教育委員会「長山遺跡 981区の調査」『男里遺跡発掘調査報告書XⅥ』 (1999)

ｌ

ｉ
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第 6章 氏の松遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

氏の松遺跡は市域中央部、低位段丘の北東縁辺に位置する。遺跡の南束から北西にかけて市道

市場岡田線が縦断 し、市道の北東側は宅地 として、南東側は耕作地 として利用 されている。これま

でに市道建設に伴 う調査①をは じめとして、個人住宅等に伴い数件の調査
②が行われている。

遺跡の南半では中世以降の耕作面が確認 され、北側では弥生時代前期中葉の集落が確認 されて

いる。集落は掘立柱建物のみで構成 され、中には棟持柱を持つ掘立柱建物が数棟含まれる。また

瀬戸内地方からの搬入品と考えられる土器を伴い、胎上分析によつても在地のものとは異なる結

芦

.ヽ`乾

X

第 16図 氏の松遺跡・中小路西遺跡・岡田遺跡・岡田東遺跡

性¬爾~~下 ~~下 ~聟Om瀞

二 托メi銭  ψ務稼れ, Ⅲ 毬芦
・川原遺跡調査区位置図
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果
③が得 られてい る。 こ うした遺

構や遺物は、地域への弥生文化の

伝播が画一的ではなかったことを

具体的に示す、非常に貴重な例で

ある。

この集落は極めて短期間で廃絶

してお り、以降中世に至るまで明

確な土地利用は窺えない。13世紀

初頭に灌漑用水路が設置 されるこ

とによつて、はじめて段丘面の本

格的な開発が開始 される。確認 さ

れている灌漑用水路や耕作溝は現

在み られる地割の方向とも合致 し

第 17図 氏の松遺跡 06-1区地形図

とが明らかである。また 14世紀末には一時的に

遺跡の北端部では煉瓦生産に供するため粘土採

ており、周辺は中世以降連綿と耕作地であったこ

井戸による取水形態を採用している。近世以降、

掘が盛んに行われている。

第 2節 06-1区 の調査

1.位置 (第 16、 17図 )

調査区は遺跡の北端部にあつて、市道市場岡田線 と府道鳥取吉見泉佐野線 との交差点の南東部

に位置す る。地形的には低位段丘の北縁部に立地する。現況は更地であ り、 トレンチは lヵ 所設

定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 9)

盛土以下、淡灰褐色砂質シル ト (2層、約 5-10cm)が ほぼ水平に堆積 し、地山であるにぶい

黄褐色礫混土へ と続 く。 2層 は旧耕作土とも考えられ、わずかに土師器極糸H片 を含むが、取 り上げ

不能であつた。ほかに遺物はまった くみ られない。 3層 上面において精査 を行 ったが遺構 は確

認されなかった。

泉南市教育委員会『岡田西・氏の松遺跡発掘調査報告書』 (1995)

泉南市教育委員会「氏の松遺跡 911区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)

泉南市教育委員会 「氏の松遺跡 991区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅧ』 (2001)

泉南市教育委員会 「氏の松遺跡 021区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XX』 (2003)

大阪府教育委員会『男里遺跡発掘調査概要・Ⅳ』 (1999)

註 ①

②

―-25-
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第 7章 岡田遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

岡田遺跡は市域平野部の北東部

にあつて、現岡田集落の南西側に

拡がる。遺跡東半部が宅地や工場

地であ り、西半は耕作地 となる。

地形的には低位段丘の北東隅にあ

た り、遺跡の北縁に氾濫原や砂丘

を含む。

遺跡中央部において凹基式石鏃

や 古代 の須 恵器
①が散 見 され る

が、実態は不明である。北東部を

中心 として中世の遺構、遺物
②が

確認 されてお り、周辺に集落の存

在が確実視 される。かえって遺跡

＼ェ
・ |ヽ

入 ″

第 18図 岡田遺跡 05-3区地形図

の南東部においては耕地境界の落ち③
や灌漑用井戸④などが確認されており、中世以降の土地利用

に大きな変化が無かつたことを示す。

第 2節 05-3区の調査

1.位置 (第 16、 18図 )

調査区は遺跡の北東端部にあって、現岡田集落の南東部に位置する。地形的には低位段丘の縁

辺部に立地する。現況は更地であ り、 トレンチは lヵ 所設定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 10)

盛土以下、 トレンチ東端部にのみ耕作土である暗灰褐色土 (2層、約 15cm)が 残存するが、全

体的には淡黄褐色砂 (3層 、約 15cm)が 拡がる。 さらに トレンチ北半部に暗灰褐色 シル ト (4

層、約 5-10cm)を 経て、地山である暗黄褐色傑混土および淡灰褐色礫へ と続 く。各層は若干の

起伏を有するもののほぼ水平堆積を呈する。地山上面において精査を行ったが遺構は確認 されな

かつた。また遺物は出土 しなかった。

註 ① 泉南市教育委員会「岡田遺跡 912区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)

泉南市教育委員会「岡田遺跡 903区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)

泉南市教育委員会「岡田遺跡 「97■、2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XV』 (1998)

泉南市教育委員会「岡田遺跡 942、 3、 4区の調査J『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ 』 (1995)

泉南市教育委員会「岡田遺跡 941区の調査J『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ 』 (1995)

②

③

④
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第 8章 岡田東遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

岡田東遺跡は市域の北東部に位

置 し、樫井川左岸の氾濫原 と低位

段丘 との境界に立地す る。現北野

集落の北東部 と重な り、かつ遺跡

範囲の狭いこともあつて、本調査

区の東約 70mに位置する 91-1区①

を除けば調査は行われていない。

91-1区では縄文時代か ら7世紀

初頭に至る幅広い時期の遺構が確

認 されている。中でも 6世紀末の

竪穴住居や掘立柱建物、 7世紀初

頭 の大型掘立柱建物 が注 目され

る。竪穴住居は 3棟確認 され、 う

ち 2棟は切 り合 う。竪穴住居には 1棟ない し2棟の掘立柱建物が付随する。大型建物は南に庇を

有する 5× 4間 の東西棟であ り、面積は 100置 を超える。 こうした成果は、911的 ともとれる集落

の構造変化を如実に示す ものであって、主体や社会環境の変化を抜きにしては考えられない。ま

たこれ らの事象はひ とつ岡田東遺跡だけでは理解できるものではなく、南東約 l kmに所在する海

会寺跡
②
な どとの関連を踏まえた考察が必要である。

第 2節 05-1区 の調査

1.位置 (第 16、 19図 )

調査区は遺跡の北西部に位置する。府道堺阪南線 「北野東」交差点の北西約 100mに位置 し、現

北野集落の北西縁にあたる。地形的には低位段丘の縁辺に立地する。現況は更地であり、 トレンチは

lヵ 所設 定 した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 10)

盛上を除去すると直ちに暗橙色礫混土による地山が露呈する。上面が若千軟弱であつたので、

少 し掘 り下げたが状況に変化はみ られなかつた。遺構、遺物は確認 されなかった。

泉南市教育委員会「岡田東遺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)

海会寺東側に展開する集落は7世紀初頭に出現しているが、寺院創建 (7世紀後半)以前の建物には小規模なものが多

い。岡田東遺跡の大型建物は8世紀初頭と中葉に展開する大型建物に匹敵する規模を持つ。

泉南市教育委員会『海会寺―海会寺遺跡発掘調査報告書』 (1987)
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第 19図 岡田東遺跡 05-1区 地形図

註 ①

②
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第 9章 兎田遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

兎田遺跡は市域平野部の南東隅

に位置す る。遺跡の中央か ら東に

現兎 田集落を含み、東端は樫井川

河道 と接す る。遺跡の西側は耕作

地 として利用 されている。地形的

には樫井川左岸 の沖積 地 に立地

し、大半を沖積段丘が占めるが、

遺跡の北東部に旧河道が、南西隅

には新家古墳群の展開する丘陵を

含む。

現集落内を中心 として数次の調

査が行われている。集落の初源を

中世 と考 え うる遺物包含層 のほ

第 20図 兎田遺跡調査区位置図

か、わず かに ピッ トな どの遺構
①が確認 されてい る。 またほぼすべ ての地点において砂礫 を基盤

層 とす る結果 が得 られてお り、想像以上 に旧河道 も しくは氾濫原 が拡がつてい る可能性 が指摘 さ

れる。

第 2節 06-1区 の調査

1.位置 (第 20、 21図 )

調査区は遺跡の南東部に位置 し、遺跡東半部を占める現兎田集落の南西部に所在する。南には JR

阪和線を狭んでフキアグ山東遺跡、フキアゲ山古墳を載せる丘陵がせまる。地形的には樫井川左岸の

沖積段丘に属する。周辺では北西約 90mに 95-1区が、西約 120mに 95-2区が位置している。いずれも

中世遺物包含層が確認 され、95-1区 ではピットが確認されている。

本調査区は善照寺の境内に含まれ、現本堂の西に接する。現況は更地であり、 トレンチは lヵ 所設

定した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4、 10)

盛土を除去すると、部分的に耕作上である淡暗灰褐色土および床上である暗橙色シル トが確認 さ

れ、さらに淡掲色混 じり暗灰褐色砂質シル ト (4層、約 20cm)、 暗灰褐色混 じり暗橙色土 (5層、約

10cm)、 暗橙色砂質シル ト (6層、約 10-20cm)の 各層がほぼ水平堆積をみせる。いずれも旧耕作

土 と床土であると考えられるものであ り、 5層 上面にはわずかに耕作痕が確認 され る。

6層 以下の状況は、基本的には淡灰褐色混 じり暗褐色砂質土 (7層 、約 40cm)が 拡がるもの
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の、 トレンチ北東部においては 7

層を切 り込むように暗褐色混 じり

淡灰褐色土 (8層、約-30cm)が

堆積 してお り、落ち込みもしくは

溝状の遺構である可能性 もある。

同層は拳大―人頭大の円礫 を多 く

含む。同様に トレンチ西端でみ ら

れる淡灰褐色砂質土も 7層 をベー

ス とす る遺構 である可能性 が あ

る。

7層 以下には暗黄灰色砂質シル

トが全面に拡が り、一定の面を成

している。 これまで とは大きく状

況が異 な り、 自然堆積 によるもの と考 えることができるが、地 山である との確証 は得 られ なかつ

た。上面 において精査 を行 つたが、遺構 は確認 され なかつた。 5層 お よび 7層 よ り瓦器、瓦質土

器 、土師器 の細片が出土 した。

註 ① 泉南市教育委員会「兎田遺跡95-1、 2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅢ』(1996)
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第 8章 まとめ

本書では、平成 18年 1月 1日 より同 12月 31日 までの間に、文化財保護法に基づ く発掘届出等に

基づいて行われた発掘調査および確認調査、ならびに昨年度未報告分を合わせた 17件について報

告 している。以下にこれ らの調査成果を概観 し、今年度のま とめとしたい。

男里遺跡では今年度 9件の調査が行われ、本書では うち 7件 と昨年度実施の 3件 について報告

している。現男里集落内の調査が大半を占めるが、集落の北西縁部や、これまであま り開発の及

ばなかった遺跡南端部においても調査を実施 し、大きな成果 を挙げることができた。

06-1区は遺跡南端部に位置する。弥生時代中期の遺物を多 く含む堆積層が確認 され、平面的に

は不明であるが、堆積状況か ら遺構埋土 と考えることのできるものであった。男里弥生集落の拡

が りを知 る大きな手掛 りとなる うるものである。

06-1区の北西約 150mに位置する058区においても、弥生時代中期の遺物が多量に出土 し、平

面的には不明なものの遺構の一部である可能性の高いものであった。同区第 2ト レンチの北に隣

接する 062区においては遺構ベースと考えられる砂撰層が確認 されたが、遺構の存在を伺わせる

ものは全 く見当たらなかつた。砂礫上面の比高は 06-2区 が約 80c m高 く、南に向かつて急激に落ち

込んでいることが明らかである。両区の間約 5mに遺構の北肩が存在するのであろ うか。遺物は

出土量に反 して完形に復元 されるものは 1点 もないが、器壁表面の残存が良好なものが少なか ら

ず含まれお り、人為的に破砕 したものを投棄 した結果 とも捉えることが可能である。 こうした知

見は府道敷の調査における「大溝」
①と共通する部分が多 く、06-1区 と同様、弥生集落全体像の

解明には欠かせない、重要な成果であると位置づけ られ る。

次に現男里集落内の調査に目を向けてみたい。06-3区 は現男里集落の南西端に位置 し、かつて

霞提が存在 した地点に近接する。調査では互層をなす砂礫層が確認 され、時期不明なが らも霞提

の作用によるものと推定 されるに至った。砂礫を整地 し近現代の耕作面が形成 されていることか

ら、 さほど遠 くない時期の堆積 と判断 されるものである。

057区 は現男里集落の南東端に位置する。遺構埋土より古墳時代後期の遺物が出上 してお り、

古墳 時代 の集 落 が周辺 に存在 す る可能性 が 高 くな った。 今 後 の調 査 に期 待 が持 たれ る。

064、 5、 6区は現集落西端において互いに近棲 している。いずれ も不安定な砂礫の地山を整地

し、耕地化 していることが明らかとなり、既往の調査を追認することができた。中でも064区で

出上 した中世瓦は整地業の上限を示す ものといえ、注 目され る。

056区 は現集落の北端に位置す る。隣接する市道敷の調査
②
において多 くの成果が得 られてい

ることから、本調査区の内容が注 目された。古墳時代遺構面に対応するシル ト層は部分的にしか

存在せず、直下に河川性の礫層が拡がることから、調査区は氾濫原の中に点在 した微高地のまさ

に縁辺部に位置す るもの と考えられ るに至った。

067区 は現集落の北端に接す る耕作地に位置する。調査では古墳時代後期の遺物が確認 され

た。浅い谷状の窪地から出上 したもので、平面プランか ら北東側に開口する様子が うかがえる。

同時期の遺構は、調査区南東側約 50mの市道敷の調査 (B区 )で 6世紀代の竪穴住居などが確認
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され てい る
③
。 当該 時期 の集 落北辺 を取 り巻 く谷 地形 の南西端 で あつたのか も しれ ない。 ただ、

今 回の調査成果 だ けでは、遺物 が示す年代 に埋没 したのか ど うかは判 断 しかね る。 とい うの も、

他 の トレンチでは遺構お よび遺物 が確認 されていない ことや、遺物が少量で しか も破 片がほ とん

どで接合す るものがない こと、埋 土に不 自然 な礫 が含 まれ ることか ら、後世 の人為的な埋 め戻 し

の結果混入 した可能性 も考 え られ るためである。

幡代遺跡 061区は、現幡代集落西側 に位置す る。現集落 内の調査では中世 に遡 る遺構や遺物 は

ほ とん ど知 られ ないが、調査 区南西 50mの 地点 において 中世 の瓦類
④
が確認 され てい るこ とか

ら、当該時期 の遺構 な どが確認 され ることが期待 された。調査では、おそ らく中世 と考 え られ る

包含層 が確認 され たが、遺構 は確認 され ていない。 また、5層 以 下は礫層 であ るこ とか ら、02-3

区
⑤で確認 され てい るよ うな河川 に起 因す る 自然地形 が本調査 区付 近 まで及ぶ 可能性 が指摘 で

き、 中世以前 には居住 に適 さない不安定 な地形 で あつた こ とが想 定できる。

幡代南遺跡では遺跡南東部 において 1件の調査が行われた。 旧耕作面直下に軟弱な砂傑層が確認

された ことで氾濫原 に立地 してい ることが明 らか となつた。従来段丘 と考 え られていた地点であ

り、 よ り詳細 な旧地形 を解 明す るための資料 が獲得 された といえよ う。 また砂礫層上面 よ り中世

と思 しき遺物が出上 してい るこ とか ら耕地 開発 の開始時期 を知 る手がか りとなる。

長 山遺跡 では遺跡北西部 において 1件 の調査が行 われた。地 山直上に整地 とも取れ る客土 を施

し、耕地 とな していることが確認 された。時期的には不明であ り、調査区の南に拡がるもの と想定 さ

れ る中世 の耕地 に含 まれ るものか どうかは明 らかにできなかった。今後 の調査 を待 ちたい。 また

本調査 にお ける地 山層 は、上面 よ リー30cmほ ど掘削す る と湧水がみ られ るこ とか ら、長 山丘陵に

平行 して開析す る谷地形 の埋 土で ある可能性 もある。

氏の松遺跡では遺跡の北端部において 1件の調査が行われた。調査では耕土直下に地山が露呈 し、

元来の層序 は既 に削平 を受 けていた。991区⑥
や市道敷近接地点

⑦
と同 じく粘 土採掘 にかかるもの

で、近代以降の営為 によるもの と考 えて間違いないだ ろ う。

岡田遺跡では昨年度未報告分の 1件 を報告 している。砂礫 を多 く含む地 山が確認 され、樫井川 に

よって形成 された氾濫原が周辺 にまで及 んでいた ことを示す ものであった。詳細 な旧地形 を知 る

貴重 な手 がか りが得 られ た。

岡 田東遺跡 では昨年度未報告分 の 1件 を報告 してい る。古墳時代後期 の遺構 面
③である地 山が

確認 され たが、削平 に よ り包含層や 旧耕 作 土な どはま つた く存在 しなか った。

兎 田遺跡 では 1件 の調査が行 われた。 旧耕作土以外 に中世包含層が知 られた ことは大 きな成果

である。 同層 をベース とす る遺構 の存在 が示唆 され るこ と、またその下層 にも安定面が存在す る

こ とな ど、今後 の調査 の指標 とな りうる多 くの手掛 りを得 るこ とがで きた。

註 ① 財団法人大阪府文化財センター『男里遺跡』(2005)

② 泉南市教育委員会『男里遺跡発掘調査報告書』(2002)

③ ②と同じ。

④ 泉南市教育委員会「幡代遺跡946区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅢ』(1996)

⑥ 泉南市教育委員会「幡代遺跡023区の調査J『泉南市遺跡群発掘調査報告書XX』 (2003)

⑥ 泉南市教育委員会「氏の松遺跡99-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅧ』(2001)

⑦ 泉南市教育委員会『岡田西遺跡・氏の松遺跡発掘調査報告書』(1995)

⑥ 泉南市教育委員会「岡田東遺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)
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第 5表 文化財一覧表

1 正法寺跡 野々宮遺跡 樫井城跡 引谷池窯跡 林昌寺瓦窯跡

2 小垣内遺跡 総福寺天満宮本殿 奥家住宅 兎田遺跡 林昌寺銅鐸出土地

3 大谷池遺跡 宮ノ前遺跡 道ノ池遺跡 141 フキアゲ山東遺跡 岡中遺跡

4 大久保B遺跡 垣外遺跡 岡ノ崎遺跡 フキアゲ山1号墳 高田山古墳群

5 下高田遺跡 屯田遺跡 中菖蒲遺跡 フキアゲ山2号墳 岡中西遺跡

6 紺屋遺跡 人王子遺跡 岸ノ下遺跡 兎田古墳群 雨山南遺跡

7 口無池遺跡 慈眼院金堂・多宝塔 諸目遺跡 池尻遺跡 福島遺跡

8 東円寺跡 日根神社遺跡 城ノ塚古墳 中の川遺跡 尾崎海岸遺跡

9 降井家屋敷跡 西ノ上遺跡 禅興寺跡 岩の前遺跡 193 馬川北遺跡

大久保C遺跡 川原遺跡 ダイジョウ寺跡 別所北遺跡 馬川遺跡

中家住宅 母山遺跡 上之郷遺跡 別所遺跡 下出北遺跡

大久保A遺跡 母山近世墓地 向井代遺跡 高野遺跡 室堂遺跡

五門北古墳 向井山遺跡 意賀美神社本殿 昭和池遺跡 平野寺 (長楽寺)跡

五門遺跡 鏡塚古墳 向井池遺跡 上村遺跡 198 向出遺跡

五門古墳 梨谷遺跡 三軒屋遺跡 狐池遺跡 高田西遺跡

大浦中世墓地 雀ノ山遺跡 川原遺跡 上野中道遺跡 向山遺跡

大浦遺跡 上丸遺跡 岡田東遺跡 官遺跡 201 高田南遺跡

甲田家住宅 土丸南遺跡 岡田遺跡 官南遺跡 202 和泉鳥取遺跡

久保B遺跡 雨山城跡 氏の松遺跡 芋掘遺跡 雨山遺跡

鳥羽殿城跡 土丸城跡 座頭池遺跡 158 石ケ原遺跡 内畑遺跡

墓の谷遺跡 下大木遺跡 岡田西遺跡 高倉山南遺跡 205 皿田池古墳

来迎寺本堂 大木遺跡 新伝寺遺跡 本田池遺跡 正方寺遺跡

池ノ谷遺跡 稲倉池北方遺跡 中小路北遺跡 上代石塚遺跡 西畑遺跡

成合寺遺跡 大西遺跡 中小路西遺跡 信之池遺跡 208 自然田遺跡

山ノ下城跡 松原遺跡 中小路遺跡 滑瀬遺跡 玉劇山遺跡

山出遺跡 中開遺跡 坊主池遺跡 六尾遺跡 玉田山古墳群

上瓦屋遺跡 末廣遺跡 中小路南遺跡 六尾南遺跡 玉田山須恵器窯跡

湊遺跡 安松遺跡 北野遺跡 金熊寺遺跡 212 寺田山遺跡

壇波羅密寺跡 長滝遺跡 一岡神社遺跡 専徳寺遺跡 213 黒田西遺跡

壇波羅遺跡 植田池遺跡 海会寺跡 天神ノ森遺跡 鳥取北遺跡

佐野王子跡 郷ノ芝遺跡 海会寺瓦窯 キント遺跡 鳥取遺跡

上町東遺跡 日根野遺跡 大苗代遺跡 高田遺跡 鳥取南遺跡

市場東遺跡 机場遺跡 仏性寺跡 男里北遺跡 217 黒田南遺跡

若官遺跡 棚原遺跡 海営官池遺跡 戎畑遺跡 神光寺(蓮池)遺跡

上町遺跡 羽倉崎東遺跡 市場遺跡 男里遺跡 三味谷遺跡

俵屋遺跡 羽倉崎遺跡 向井山遺跡 光平寺跡 220 三升五合山遺跡

北尻遺跡 嘉祥神社本殿 新家遺跡 光平寺石造五輪塔 小日谷遺跡

岡日遺跡 道ノ池遺跡 下村遺跡 樽井南遺跡 222 井関遺跡

中嶋遺跡 羽倉崎上町遺跡 下村北遺跡 男里東遺跡 223 石田山遺跡

小塚遺跡 船岡山遺跡 下村 1号墳 長山遺跡 224 西鳥取遺跡

十二谷遺跡 岡本廃寺 新家オドリ山東遺ワ 山ノ官遺跡 225 戎遺跡

丁田遺跡 田尻遺跡 新家オドリ山遺跡 前田池遺跡 226 貝掛遺跡

新池尻遺跡 船岡山南遺跡 下村 2号墳 幡代遺跡 227 金剛寺遺跡

大坪遺跡 夫婦池遺跡 136 新家古墳群 幡代南遺跡 228 塚谷古墳群

市堂遺跡 樫井西遺跡 137 新家オド,山南遺ワ 奥ノ池遺跡

北ノ前遺跡 藤波遺跡 フキアゲ山西遺跡 林昌寺跡
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1盛上
2淡暗灰褐色砂質土 (耕作土)

3暗橙色混じり淡灰褐色砂質上 (床土)

4淡黄灰色砂質シル ト
5淡褐色砂礫
6淡褐色砂
7黄灰褐色砂質土
85層 と同じ
9 7層 と同じ
105層 と同じ

O N06-3区 断面図

1盛土および撹乱
2淡灰褐色混じり淡褐灰色砂質土
3淡灰褐色礫混土
4褐色砂礫

O N06-6区 断面図

1盛土
2暗灰色土 (耕作土)

3暗橙色混じり灰白色砂質上 (床土)

4灰褐色礫混土

O N06-2区 断面図

1盛土
2灰褐色砂質シル ト (耕作上、3層 ブロック少含)

3暗橙色混じり淡灰褐色砂質土 (床土)

4淡褐灰色砂質土 (旧耕作土)

5褐色混じり淡灰褐色土
6淡灰褐色礫混土～砂

O N06-5区 断面図

PL.3 男里遺跡①調査区

1盛土
2黄橙色混じり淡灰褐色土 (床上)

3暗褐色シル ト
4淡褐色砂質シル ト
5淡褐色砂礫

O N06 1区断面図

1盛土
2淡暗灰褐色シル ト (耕作土)

3淡灰褐色混じり暗橙色土 (床上)

4淡灰褐色砂質土 (旧耕作土)

5にぶい黄褐色混じり淡灰褐色砂質土
6淡明褐色砂質土
7淡灰褐色砂

O N06-4区断面図

50m
西壁

1黒褐色シル ト
2灰褐色シル ト
3灰色細砂混灰色シル ト
4褐灰色シル ト
5灰褐色シル ト
6黒褐色シル トに灰褐色シル トが筋状に混入
7黄褐色シル ト

O N06 7区 第2ト レンチ平面図および断面図

1盛土
2淡暗灰褐色上 (耕作上、Fe粒多含)

3暗灰白色砂質上
4淡黄白色砂質土 (床上、Mg粒多含)

5.灰 白色砂質上 (旧 耕作上、Mg粒多合)

6淡灰褐色混じり暗黄褐色シル ト (Mg粒含)

7暗灰褐色礫混土
8暗灰褐色砂礫

O N05-6区 断面図

0              4m

!′  /
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PL.4 男里遺跡②、
氏の松遺跡、

幡代遺跡、幡代南遺跡、
岡田遺跡、岡田東遺跡、

長山遺跡

兎田遺跡調査区

第 1ト レンチ

1盛上および撹乱
2淡暗灰褐色砂質シル ト (耕作土)

3橙色混じり淡灰白色砂質土 (床土)

4淡灰褐色砂質土
5淡黄褐色砂質シル ト
6淡黄褐色粘土
7淡暗褐色粘土
8暗淡黄褐色砂質シル ト
9暗灰褐色混じり暗褐色粘土
10にぶい黄褐色シル ト
H淡灰黄褐色砂礫

第1ト レンチ

1盛土および撹乱     ド

2_暗灰褐色シル ト (耕作土)

3淡灰褐色砂質シル ト
4褐色混じり淡灰褐色砂質シル ト

(旧 耕作土)

5暗黄灰褐色シル ト (床土)

6黄灰色礫混土
7淡暗褐色礫混シル ト
8暗黄褐色粘上

5

1褐灰色シル ト
2茶褐色シル ト
3暗褐色シル ト
4黒褐色シル ト
5茶褐色シル ト混礫

H T06-1区 断面図

盛土

淡灰褐色混じり暗橙色シル ト (床土)

暗橙色シル ト (Mg粒僅合、床土)

淡黄褐色粘土 (Mg粒含)

明灰色混じり明褐色粘土

N G06-1区 断面図

1盛土
2暗橙色礫混土

O K D E05-1区 断面図

0              4m

1表土および盛土
2淡黄灰褐色砂質シル ト
3灰 白色砂質シル ト
4淡灰褐色砂質シル ト (旧 耕作土)

5橙色混じり灰褐色土 (床土)

6灰 白色土 (Mg粒多含)

O N05-7区 平面図および断面図

1淡暗灰褐色土 (耕作土)

2灰褐色混じり暗橙色土 (床土)

3暗褐色混じり暗灰褐色砂質土 (旧 耕作土)

4黒灰色礫混シル ト
5淡黒灰色礫混土
6にぶい黄褐色混じり暗褐色礫

H T S06-1区 断面図

1盛土
2淡灰褐色砂質シル ト (耕作土)

3にぶい黄褐色礫混土

U」 06-1区 断面図

チン

知］荘‐‐中́中中中中山呻呻咽”〕呻「］艦ｇ

1盛土および撹乱
2淡暗灰褐色砂質シル ト (耕作土)

3橙色混じり淡灰白色砂質土 (床土)

4淡灰褐色砂質土
5淡黄褐色砂質シル ト
6淡暗黄褐色砂質シル ト
7淡暗褐色粘土
8暗淡黄褐色砂質シル ト
9淡灰黄褐色砂礫

O N05-8区 断面図

1盛土
2暗灰褐色上 (耕作土)

3淡黄褐色砂
4暗灰褐色シル ト (黄 白色、暗赤褐色ブロック含)

5暗黄褐色狭混土
6淡灰褐色礫

O K D05-3区 断面図

1盛土
2淡暗灰褐色土 (耕作上)

3暗橙色シル ト (床土)

4淡褐色混じり暗灰褐色砂質シル ト (旧 耕作土)

5暗灰褐色混じり暗橙色土 (床土)

6暗橙色砂質シル ト (床土)

7淡灰褐色混じり暗褐色砂質土
8暗褐色混じり淡暗灰褐色土
9淡灰褐色砂質上
10暗黄灰色砂質シル ト

U S06-1区 断面図



PL.5 男里遺跡061・ 2・ 3区

O N06-1区
(南東から)

O N06-2区
(南西か ら)

O N06-3区
(南東か ら)



PL.6 男里遺跡064・ 5・ 6区

O N06-4区
(南束から)

O N06-5区
(南西か ら)

O N06-6区
(北西から)



PL.7 男里遺跡067、 056・ 7区

O N06-7区
第 2ト レンチ

(南西から)

O N05-6区
(西か ら)

O N05-7区
第 1ト レンチ

(南東か ら)



PL.8 男里遺跡058区、幡代遺跡061区

O N05-8区
第 1ト レンチ

(北西から)

O N05-8区
第2ト レンチ

(北西から)

H T06-1区
(南東から)



PL.9 幡代南遺跡061区、長山遺跡061区、氏の松遺跡061区

HT S06-1区
(南西から)

N G06-1区
(南東から)

U J06-1区
(南西から)



PL。 10 岡田遺跡053区、岡田東遺跡051区、兎田遺跡061区

O KD05-3区
(東か ら)

OKDE05-1区
(南西か ら)

U S06-1区
(南西から)



PL.11 男里遺跡出土遺物①

2

ON06 1・ 7区出土遺物
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PL.12 男里遺跡出土遺物②
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな
所在地

コー ド
1ヒ 緯 東 経 調査期間

調査
面積 (∬ )

調査原因
市町村 遺 跡

おのさと

男 里 遺 跡

おおさかふせんなんしおのさと
大阪府泉南市男里

27228 ON

34度21分41秒 135度 15分30秒

)6-1  200608

)6-2  200611

)6-3  200612

)6-4  200610

)6-5  200611

)6-6  200611

)6-7  200604

)5-6  200601

)5-7  200602

)5-8  200602-3

3

4

4

6

4

4

56

4

5

94

個人住宅

個人住宅

個人住宅

共同住宅

個人住宅

個人住宅

宅地造成

個人住宅

個人住宅

宅地造成

はたしろ

幡 代 遺 跡

おおさかふせんなんしはたしろ
大阪府泉南市幡代

27228 HT 34度21分20秒 135度 16分00秒 )6-1  200607 4 国人住宅

はたしろみなみ
幡 代 南 遺 跡

おおさかぶせんなんししんだちおかなカ
大阿符泉南市信達岡中

27228 HTS 34度21分 11秒 135度 16分13秒 )6-1  200609 4 個人住宅

ながやま

長 山 遺 助

おおさかふせんなんしばば
大阪府泉南市馬場

27228 NG 34度21分 42秒 135度 15分54秒 96-1  200610 3 個人住宅

うじのまつ

氏 の 松 遺 L71

おおさかぶせんなんしおかだ
大阪府泉南市岡田

27228 UJ 34度22分48秒 135度 16分20秒 06-1  200604 8 個人住宅

おかだ

岡 田 遺 跡

おおさかふせんなんしおかだ

大阪府泉南市岡田

27228 OKD 34度22分49秒 135度 16分35秒 05-3  200601 個人住宅

おかだひがし

岡 田 東 遺 跡

おおさかふせんなんしきたの

大阪府泉南市北野

27228 OKDE 34度22分 52秒 135度 16分55秒 05-1  200602 3 個人住宅

うさいだ

兎  田 遺 跡

おおさかぶせんなんしうさいだ
大阪府泉南市兎田

27228 US 34度22分 36秒 135度 18分27秒 06-1  200605 庫 程

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

男里遺跡    061

06-2

06-3

06-4

06-5

06-6

06-7

05-6

05-7

05-8

集 落

集落

集落

弥 生

古墳

古墳

弥生

溝か

落ち込み

ピント、溝

溝か

弥生上器

須恵器、土師器

弥生土器、石器

弥生集落の範囲拡大

大溝関連遺椿 ?集落の西限か

幡代遺跡   061

幡代南遺跡   061

長山遺跡    061

氏の松遺跡   061

岡田遺跡    053

岡田東遺跡   051

兎田遺跡    061
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